
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

小山市家庭教育支援チーム 

 （呼称：かざぐるま） 

 URL：https://www.city.oyama.tochigi.jp/kurashi/bunka-sports-shogaigaku

shu-sdgs/shogaigakushu/page001829.html 

 

②活動拠点 小山市教育委員会事務局 生涯学習課 生涯学習係 

③活動範囲 小山市内全域 

④組織体制 

 

   ５ 人 

家庭教育支援プログラム指導者研修 修了者 

 

⑤活動開始年度 平成２１年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

小山市教育委員会事務局 生涯学習課 家庭教育支援担当 

（TEL）0285-22-9665  （E-mail）d-gakusyu(at)city.oyama.tochigi.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・定例会／おしゃべり会 

 月 1 回、チーム員が集まり、情報共有や、役割分担について相談。 

https://www.city.oyama.tochigi.jp/kurashi/bunka-sports-shogaigakushu-sdgs/shogaigakushu/page001829.html
https://www.city.oyama.tochigi.jp/kurashi/bunka-sports-shogaigakushu-sdgs/shogaigakushu/page001829.html


 併せて保護者を対象に、チーム員がお話をきく「おしゃべり会」を実施。 

 

・広報誌の作成、配布 

 家庭教育に関する情報紙「かざぐるま通信」を定期的に発行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「親学習プログラム」の実施 

 就学時健診、5 歳児健康相談、家庭教育学級、保護者参観などの機会に

チーム員が会場へ出向き保護者同士のワークショッププログラムを実施。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

就学時健康診断や 5 歳児健康相談の機会に実施する「親学習プログラム」

においては、保護者から「日頃の育児を振り返ることができた」「悩みを共有

できてほっとした」などの感想が寄せられており、気付きを得る場に限らず、

保護者同士の交流を取り持つ場にもなっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


